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■筑西広域市町村圏広報紙 ちくせい No.27

私
た
ち
が
暮
ら
す
ち
く
せ
い
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に
は

伝
統
的
な
文
化
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

忘
れ
つ
つ
あ
る
素
敵
な
文
化
を
探
し
に
い
き
ま
せ
ん
か
？
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農業資料館
看板

上野沼

■  筑西市立農業資料館
住　所‖筑西市久地楽 581
連絡先‖筑西市教育委員会文化課文化財係
電　話‖ 0296-22-0183　　入館料無料
見学・ご利用に際しては、事前に文化課までお申し込み下さい。
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■  しもだて美術館
住　所‖筑西市丙372　電　話‖0296-23-1601
開館時間‖ 10:00 〜 18:00
休館日‖月曜日（祝日の場合は翌日休館）12月
28日〜1月4日※この他臨時に休館日を設けることがあります。

農
業
資
料
館

し
も
だ
て
美
術
館

関本中

関城支所南

関城町役場前

関城支所

至下館駅前

関城分署
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西
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車
学
校

至国道50号線
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中
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関城西小

至結城
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生涯学習センター
ペアーノ

■  筑西市立生涯学習センター（ペアーノ）
住　所‖筑西市舟生 1073-21
電　話‖ 0296-37-7803

▲郷土ゆかりの作家による作品が展示される常設展示室▲当時の面影をそのままに残す外観

▲昔の生活文化を感じられる座敷内部

▲稲作や畑作に使われた農機具

▲現在では貴重な洗濯板

▲昭和 30 年代中頃まで使われ
　た米俵と荷車

企
画
展
の
お
知
ら
せ

筑
西
市
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
ペ
ア
ー
ノ
）

筑
西
市
の
南
端
、
梨
園

が
多
く
存
在
す
る
旧
関
城

町
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
ペ
ア
ー
ノ
）
は
位
置
し
ま

す
。
同
セ
ン
タ
ー
の
施
設

は
一
般
の
方
々
が
自
由
に

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
毎
年
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
で
活
躍
す
る
、
関
城
吹

奏
楽
団
は
同
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
、
各
コ
ン
ク
ー
ル

に
向
け
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

市
民
ホ
ー
ル
は
、
５
０
０
席
を
有
し
、
公
演
・
コ
ン

サ
ー
ト
・
演
劇
・
発
表
会
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
車
椅
子
用
の
席
は
も

ち
ろ
ん
、
赤
ち
ゃ
ん
連
れ
の
お
母
さ
ん
の
た
め
の
親
子

席
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
も
特
徴
で
す
。
こ
の
親
子
席

は
ホ
ー
ル
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
個
室
で
、
個
室
か
ら

外
に
は
音
が
漏
れ
な
い
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

多
目
的
施
設
に
は
、明
る
い
雰
囲
気
の
会
議
室
や
和
室
、

本
格
的
な
茶
室
も
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
鏡
張
り
の
部

屋
も
あ
り
、
ダ
ン
ス
の
レ
ッ
ス

ン
や
ヨ
ガ
な
ど
の
教
室
と
し
て

も
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
施
設
使
用
に
関
し
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
ま
で
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
へ
の
旅

平

松

礼

二

展

　
　
　

 

 10 
月
6
日（
土
）〜
11
月
25
日（
日
）

現
代
日
本
画
壇
を
代
表
す
る
画
家
平
松
礼
二
氏
は

1
9
4
1
年（
昭
和
16
年
）東
京
都
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

1
9
6
2
年（
昭
和
37
年
）第
30
回
青
龍
社
展
で
奨
励
賞

を
受
賞
し
ま
す
。青
龍
社
解
散
後
は
個
展
や
グ
ル
ー
プ
展

で
作
品
を
発
表
、数
々
の
賞
を
受
賞
。
1
9
8
9
年（
平
成

元
年
）に
は
日
本
画
壇
の
最
高
賞
で
あ
る
第
10
回
山
種
美

術
館
賞
展
の
大
賞
を
受
賞
し
ま
す
。
1
9
9
9
年（
平
成

11
年
）「
印
象
派
・
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
へ
の
旅　

平
松
礼
二

展
」は
全
国
の
会
場
で
好
評
を
得
ま
す
。モ
ネ
の「
睡
蓮
」に

触
発
さ
れ
、ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
に
目
覚
め
、琳り
ん
ぱ派
風
の
大
胆
な

構
成
に
よ
る
独
自
の
美
意
識
が
作
り
上
げ
た
華
麗
な
作

品
は
月
刊
誌『
文
藝
春
秋
』表
紙
画
な
ど
で
も
広
く
知
ら

れ
る
と
こ
ろ

で
す
。本
展
で

は
、10
点
の
屏

風
を
始
め『
文

藝
春
秋
』の
表

紙
原
画
を
含

む
62
点
の
作

品
に
よ
り
現

代
の
琳
派
と

も
称
さ
れ
る

平
松
礼
二
の

絵
画
世
界
を

広
く
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

し
も
だ
て
美
術
館
は
、
し
も
だ
て
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
・
ア
ル
テ
リ
オ
の
３

階
に
あ
り
、
筑
西
市
の
ほ
ぼ
中
心
部

に
位
置
し
ま
す
。
同
館
は
郷
土
ゆ
か
り
の
作
家
に

よ
る
作
品
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
筑
西
市
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
文
化
継
承
と
再
発
見
、
さ
ら
に
は
新
た
な

地
域
文
化
の
創
造
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
平
成
１５
年
１１
月
に
開
館
し
ま
し
た
。

館
内
は
開
放
的
な
空
間
に
な
っ
て
お
り
、
明

る
い
光
が
差
し
込
む
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
か
ら
は
、
茨

城
県
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
筑
波
山
を
望
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
長
い
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
を
通
過
し
終
わ

る
頃
に
は
、
別
世
界
に
来
た
よ
う
な
感
覚
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
３
つ
の
広
い
展
示
室
以
外

に
も
、
映
像
展
示
室
が
あ
り
、
来
館
者
を
わ
く
わ

く
さ
せ
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

常
設
展
示
作
品
に
は
、
郷
土
の
文
化
勲
章
受

章
者
で
あ
る
、
洋
画
家
の
森
田
茂
、
陶
芸
家
の
板

谷
波
山
、
皮
革
工
芸
家
の
大
久
保
婦
久
子
ら
の
貴

重
な
作
品
が
あ
り
ま
す
。
郷
土
ゆ
か
り
の
作
家
に

よ
る
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
る
た
め
、
親
し
み
を

持
っ
て
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
年
に

４
回
行
わ
れ
て
い
る
企
画
展
は
、
地
域
の
皆
様
が

楽
し
め
る
内
容
の
も
の
を
、
そ
し
て
地
域
の
皆
様

に
ぜ
ひ
見
て
頂
き
た
い
も
の
を
、
同
館
の
学
芸
員

が
検
討
を
重
ね
開
催
さ
れ
ま
す
。

同
館
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
特
に
子
ど

も
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
は
と
て
も
充
実

し
て
い
ま
す
。「
子
ど
も
た
ち
に
、
生
の
美
術
品

に
触
れ
る
機
会
を
つ
く
っ
て
あ
げ
た
い
。
そ
の
た

め
に
、
美
術
館
に
来
て
も
ら
え
る
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
を
た
く
さ
ん
準
備
し
て
い
ま
す
。」
と
に
こ
や

か
に
語
っ
て
く
れ
た
の
は
、
高
崎
副
館
長
。
今
年

の
夏
休
み
に
行
わ
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト

『
夏
の
夜
の
美
術
館
！
懐
中
電
灯
で
海
中
探
検
』

に
は
２
時
間
の
間
に
約
１
０
０
人
の
来
館
者
が
訪

れ
ま
し
た
。
夜
の
美
術
館
に
懐
中
電
灯
を
持
っ
て

集
ま
り
、
企
画
展
作
品
の
水
中
写
真
を
照
ら
し
な

が
ら
館
内
を
見
て
ま
わ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
達
は

「
海
の
中
に
い
る
み
た
い
。」
と
神
秘
的
な
光
景
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

週
末
に
ご
家
族
で
美
術
館
に
足
を
運
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。

筑
西
市
立
農
業
資
料
館
は
、
２
０
０
年

前
の
姿
を
今
に
残
し
、
ひ
っ
そ
り
と

た
た
ず
ん
で
い
ま
す
。
同
館
の
建
物

は
江
戸
時
代
中
期
頃
に
造
ら
れ
た
農
家
で
、
昭
和

６０
年
に
現
在
地
に
移
築
さ
れ
ま
し
た
。
建
物
の
中

に
入
る
と
、
農
作
業
場
で
あ
っ
た
広
い
土
間
や
、

昔
の
生
活
文
化
を
物
語
る
い
ろ
り
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
館
内
に
は
、
稲
作
や
畑
作
に
使
わ
れ

た
農
機
具
、
生
活
用
具
を
中
心
と
し
て
約
３
８
０

点
の
資
料
が
展
示
・
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
資
料
の
多
く
は
、
旧
協
和
町
内
の
有
志
に
よ

り
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。
昔
は
よ
く
使
わ
れ
て

い
た
道
具
ば
か
り
で
す
が
、
今
で
は
数
少
な
い
貴

重
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

建
物
や
展
示
資
料
は
、
お
年
寄
り
の
方
々
に

は
懐
か
し
く
、
子
ど
も
達
に
と
っ
て
は
新
鮮
に
映

り
ま
す
。
毎
年
地
元
の
小
学
生
が
『
昔
の
生
活
と

今
の
生
活
』
と
い
う
学
習
テ
ー
マ
の
も
と
、
こ
の

資
料
館
の
見
学
に
訪
れ
ま
す
。「
子
ど
も
達
は
、

初
め
て
見
る
道
具
に
興
味
津
々
で
、
熱
心
に
話

を
聴
い
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
。」
と
教
育
委
員
会

文
化
課
の
大
谷
係
長
は
語
り
ま
す
。「
歴
史
資

料
を
教
科
書
で
学
ぶ
こ
と
は
大
切
で

す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

自
分
の
目
で
見
て
そ
し

て
触
れ
さ
せ
て
あ
げ
る
の
も
、
良
い
経
験
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」
と
も
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。多

く
の
展
示
資
料
の
中
で
、
収
集
が
困

難
だ
っ
た
も
の
の
ひ
と
つ
に
、
洗
濯

板
が
あ
り
ま
す
。
昔
は
ど
の
家
庭
に

も
あ
り
毎
日
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
す

っ
か
り
姿
を
消
し
て
し
ま
い
、
昔
の
日
本
文
化
を

物
語
る
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
々
生
活
が
便
利
に
な
っ
て
い
く
時
代
で
す

が
、『
温
故
知
新
』
の
精
神
で
、
古
き
を
た
ず
ね

て
新
し
き
を
知
る
機
会
を
つ
く
っ
て
み
る
の
も
大

切
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▲平松礼二「すすき図・ジャポン」2003 年

▲定期的に企画展を開催する展示室



県
西
総
合
公
園
に
あ
ふ
れ
る
笑
顔

秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
10
月
21
日（
日
）、
筑
西
市
の

県
西
総
合
公
園
で
筑
西
広
域
イ
ベ
ン
ト「
や
っ
ぺ
え
」

を
開
催
し
、
昨
年
度
を
上
回
る
約
３
万
人
の
方
が
来

場
し
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
の

運
用
に
よ
り
平
成
12
年
度
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
。昨
年
度
は
２
万
８
千
人
の
来
場
者
を
記
録
。今
年

度
も
イ
ベ
ン
ト
名
物「
や
っ
ぺ
え
汁
」の
販
売
な
ど
に

よ
る
収
益
金
の
一
部
は
歳
末
助
け
合
い
募
金
な
ど
に

寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

9
回
目
と
な
る
今
回
は
、昔
の
遊
び
や
、草
木
染
め
、

編
み
物
、石
の
表
札
づ
く
り
な
ど
、子
供
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
全
て
の
世
代
が
安
心
し
て
楽
し
め
る
「
体
験

型
催
事
」を
メ
イ
ン
に
、
地
元
の
方
々
に
よ
る
芸
能
発

表
や
物
産
店
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
音
と
色
彩
で
楽

し
む「
昼
間
の
花
火
」な
ど
、盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

広
場
と
ス
テ
ー
ジ
で
は
太
極
拳
ク
ラ
ブ
に
よ
る
演

舞
披
露
を
皮
切
り
に
、
チ
ー
ム
ユ
ー
キ
ッ
ス
の
ダ
ン

ス
、ア
ロ
ハ
コ
コ
ナ
ッ
ツ
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
と
次
々
に
熱

気
と
華
や
か
さ
に
包
ま
れ
た
ス
テ
ー
ジ
が
展
開
さ
れ
、

最
後
の
協
和
中
学
校
生
徒
に
よ
る
「
よ
さ
こ
い
ソ
ー

ラ
ン
」で
は
そ
の
熱
気
も
ピ
ー
ク
に
達
し
、
観
客
の
皆

様
と
感
動
と
興
奮
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
最
後
に
行
わ
れ
た
大
抽
選
会
で
は
、
来

場
さ
れ
た
方
々
が
一
同
に
ス
テ
ー
ジ
前
に
集
ま
り
、そ

れ
ぞ
れ
が
事
前
に
配
布
さ
れ
た
券
を
手
に
、
抽
選
会

の
様
子
を
見
守
り
ま
し
た
。

広域すくらんぶる
一般会計

特別会計

63億4,309万3,822円

4億9,254万8,801円
歳入歳出差引額

58億5,054万5,021円

筑西ふるさと市町村圏特別会計 老人福祉事業特別会計
歳　入　　8億3,598万4,361円
歳　出　　8億1,704万8,550円
差引額　　　  1,893万5,811円

歳　入　　1億4,253万1,867円
歳　出　　1億3,569万7,831円
差引額　　　  　683万4,036円

歳入

歳出

ふるさと市町村圏特別会計は、基金2億円の利息などにより文化、人材育
成、広域イベントの開催など、さまざまなソフト事業に取り組んでいます。

老人福祉事業特別会計は、桜川市にある福祉センター「あまびき」の管理
運営にあてられています。

市　名
平成18年度関係3市別分賦金決算額

結城市
筑西市
桜川市
合　計

12億3,473万5,000円
27億8,062万円

12億4,225万9,000円
52億5,761万4,000円

23.48%
52.89%
23.63%
100%

負 担 額 構成比

消防費（42.41％）
24億8,115万9,766円

消防業務と救急業務にかかる費用です。

公債費（25.73％）
15億527万6,485円

借入金の返済にあてる費用です。

議会費（0.02％）
143万7,093円

組合議員20名の報酬や議会運営に
かかる費用です。

保健衛生費（0.56％）
3,257万3,040円

小児救急医療事業や病院群輸番制事業
にかかる費用です。

労働費（0.63％）
3,716万5,558円

筑西地域職業訓練センターの管理
運営にかかる費用です。

火葬場費（1.65％）
9,645万8,088円

きぬ聖苑の管理運営にかかる費用です。

総務費（2.02％）
1億1,820万3,652円

組合事務局の運営や組合全般にかかる
費用です。

筑西遊湯館費（2.48％）
1億4,503万4,857円

筑西遊湯館の管理運営にかかる費用です。

清掃費（23.15％）
13億5,424万7,978円

環境センターの運営やごみ処理とし尿処
理にかかる費用です。

分賦金（82.89％）
52億5,761万4,000円
関係3市の負担金です。

使用料及び手数料（7.15％）
4億5,332万6,667円

環境センターのごみ処理とし尿処理の使用料、きぬ聖苑
の火葬場と斎場使用料、筑西遊湯館の使用料や消防の
危険物貯蔵施設の検査手数料などです。

諸収入（1.05％）
6,633万1,605円

組合の預金利子やその他の収入です。
組合債（0.94％）
5,980万円

組合施設の整備に必要な借入金です。

17年度から18年度に移し変えた金額です。

県支出金（0.62％）
3,946万9,884円

県からの県西総合公園運営委託金
などです。

財産収入（0.51％）
3,248万6,584円

組合所有財産の運用や売払いに
よる収入です。

国庫支出金（0.39％）
2,486万4,000円

国からの消防車両などへの補助金です。

決 算
筑西広域市町村圏事務組合

平成18年度

土木費（1.35％）
7,898万8,504円

県西総合公園の管理運営にかかる
費用です。

○
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
当
組
合
で
は
、来
年
度
か
ら
の
１０
年
を
期
間
と
す
る

新
し
い
事
業
の
基
本
構
想（
第
五
次
筑
西
広
域
市
町
村
圏
計

画
）を
作
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
先
立
ち
、結
城
市
、筑
西
市
、桜
川
市
に
お
住
ま
い
の

方
２
千
人
を
対
象
と
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

合
計
８
６
７
通
の
ご
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

○
こ
ん
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
一
部
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

「
こ
れ
か
ら
の
筑
西
広
域
圏
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
か
？
」と
い
う
問
い（
選
択
式
）に
は
、

「
快
適
な
生
活
環
境
を
備
え
た
安
心
・
安
全
で
住
み
や
す

い
圏
域
」（
３９．２
％
）

「
保
健
・
医
療
の
充
実
し
た
圏
域
」（
１８．５
％
）

と
い
う
回
答
が
多
く
、全
体
と
し
て
、保
健
・
医
療
・
福
祉
の
広

域
的
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
た
快
適
で
安
全
な
生
活
圏
が
望
ま

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
現
在
住
ん
で
い
る
市
に
住
み
続
け
た
い
と
思
い
ま
す

か
？
」と
い
う
問
い
に
は
、

「
住
み
続
け
た
い
」（
６１
％
）

「
当
面
は
住
み
続
け
た
い
」（
２４．８
％
）

と
い
う
回
答
が
多
く
、こ
の
地
域
に
愛
着
を
持
ち
、定
住
し
た

い
と
い
う
気
持
が
強
い
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

○
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
活
か
し
ま
す
。

　

今
回
は
、他
に
も
筑
西
広
域
圏
が
抱
え
る
問
題
点
や
、行
政
に

対
す
る
ご
要
望
、様
々
な
ご
提
案
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、こ
れ
ら
皆
さ
ま
か
ら
の
声
を
参
考
に
、当
組
合
が
取

り
組
む
べ
き
事
業
計
画
を
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。来
年
３

月
に
は
正
式
に

決
定
す
る
予

定
で
す
の
で
、

ど
う
か
ご
期

待
下
さ
い
。 筑

西
広
域
圏
計
画
づ
く
り
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
つ
い
て

繰越金（6.45％）
4億920万1,082円

H17

H18

筑西広域イベント

▲快晴の空に打ち上げられた大迫力の花火。

▲大人気だった熱気球搭乗体験。

▲体験広場の輪投げコーナー。

▲大盛況の物産店会場。

▲協和中学校生徒による「よさこいソーラン」
　は大迫力。

▲元気いっぱいユーキッスの皆さん。

▲イベント最後の大抽選会。

結城市からいらっしゃった
ご夫婦。
『家族そろって来ました。
おいしいものがいっぱい
ありましたよ。』

市内から家族3人でいらっ
しゃった仲良し親子。
『去年も来たので、ちょっと
立ち寄ってみました。やっぺ
え汁がおいしかったです。』

ご来場者インタビュー
ミニ

Tikuseiちくせい    �� ちくせい Tikusei   

■筑西広域市町村圏広報紙 ちくせい No.27



Tikuseiちくせい    �� ちくせい Tikusei   

桜
川
市
立

羽
黒
小
学
校

思
い
や
り
と
行
動
力
の
あ
る『
羽
黒
っ
子
』

第 回

■所在地　〒309-1453  桜川市友部201　　■学校長　伊東　榮一  
■学級数　12学級　　■児童数　287人

■筑西広域市町村圏広報紙 ちくせい No.27

景
観
ま
ち
づ
く
り
学
習
で

ふ
る
さ
と
を
再
認
識

□ 結城市 http://www.city.yuki.lg.jp

□ 筑西市 http://www.city.chikusei.lg.jp

□ 桜川市 http://www.city.sakuragawa.lg.jp

構成市の話題あれこれ

小栗判官まつり
12月2日（日）

だるま市
平成20年1月14日（祝）

お問い合わせ／　 0296-32-5330　「結城市民劇をつくる会」実行委員会事務局 お問い合わせ／　 0296-32-6340　結城市社会体育課

お問い合わせ／　 0296-20-1160　筑西市観光協会 お問い合わせ／　 0296-20-1160　筑西市観光協会

お問い合わせ／　 0296-58-5111（代）　桜川市商工観光課 お問い合わせ／　 0296-58-5111（代）　桜川市商工観光課

12 月２日、今年で第 18 回となる小栗判
官まつりを開催します。
まつりのメインは小栗判官伝説を再現し
た華麗な武者行列。馬にまたがった小栗
判官が、照手姫や十勇士、子ども武者な
どの一行を引き連れ、ＪＲ新治駅前を練
り歩きます。
また、新治小学校グラウンドでは、商工
祭、歌や踊りなどのステージ、模擬店な
どが催され、大勢の観客でにぎわいます。

歩行者天国となった大町通りで、正月の恒例行事「だるま市」が開催さ
れます。

会場には埼玉県や群馬県か
らのだるま業者が店を連ね、
家内安全、商売繁盛など一
年間の開運を願い、縁起物
の「だるま」や「お飾り」を買い
求める客でにぎわいます。

校
舎
の
窓
か
ら
は
加
波
山
を
望
む
こ
と

が
で
き
、
近
く
に
は
筑
輪
川
が
流
れ

る
。
そ
ん
な
緑
豊
か
な
地
域
に
、
桜

川
市
立
羽
黒
小
学
校
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
昔
か

ら
の
町
並
み
が
残
り
、
今
で
は
珍
し
く
な
っ
た
三

世
代
同
居
の
家
が
多
く
存
在
す
る
地
域
で
す
。「
お

爺
ち
ゃ
ん
、
お
婆
ち
ゃ
ん
と
暮
ら
す
児
童
が
多
い

た
め
、
お
年
寄
り
を
大
切
に
す
る
思
い
や
り
の
あ

る
児
童
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。」
と
赤
津
教
頭
先
生

は
語
り
ま
す
。

そ
ん
な
児
童
た
ち
が
自
ら
発
案
し
、
実
行
し

て
い
る
福
祉
活
動
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
『
空
き

缶
の
プ
ル
タ
ブ
回
収
』
で
す
。
空
き
缶
の
プ
ル
タ

ブ
を
集
め
、
そ
れ
を
換
金
し
た
お
金
で
、
お
爺
ち

ゃ
ん
お
婆
ち
ゃ
ん
に
車
椅
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

い
ま
す
。
今
ま
で

に
３
台
の
車
椅
子

を
福
祉
施
設
に
寄

付
し
ま
し
た
。
車

椅
子
一
台
を
買
う

た
め
に
は
、
５０
万

個
も
の
プ
ル
タ
ブ

が
必
要
に
な
る
た

め
、
大
変
な
作
業

で
す
。

同
校
で
力

を
入
れ

て
い
る

も
の
の
一
つ
に
、

総
合
的
な
学
習

の
時
間
が
あ
り

ま
す
。
毎
年
『
羽

黒
っ
子
の
ま
ち
自

慢
』
と
い
う
大
き

な
テ
ー
マ
の
も
と
３
年
生
か
ら
６
年
生
が
、
自
分

た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
に
つ
い
て
自
ら
調
べ
、

地
域
の
良
さ
を
改
め
て
確
認
し
、
地
域
に
誇
り
を

持
つ
学
習
を
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
学
習
方
法
が

認
め
ら
れ
、
今
年
度
国
土
交
通
省
か
ら
『
景
観
ま

ち
づ
く
り
学
習
推
進
の
た
め
の
実
践
モ
デ
ル
校
』

に
選
ば
れ
ま
し
た
。モ
デ
ル
校
は
全
国
で
１８
校
で
、

景
観
を
切
り
口
に
ふ
る
さ
と
を
知
る
学
習
を
実
践

し
ま
す
。
同
校
の
４
年
生
は
『
こ
ん
な
ま
ち
が
好

き
！
』
を
テ
ー
マ
に
学
校
周
辺
に
あ
る
様
々
な
塀

を
写
真
に
撮
り
、
自
分
の
好
き
な
塀
に
つ
い
て
発

表
会
を
し
ま
し
た
。
地
域
に
は
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
他

に
、
昔
な
が
ら
の
石
塀
や
板
塀
、
生
垣
と
た
く
さ

ん
の
塀
が
あ
り
ま
す
。
児
童
た
ち
は
「
地
域
に
こ

ん
な
塀
が
あ
っ
た
な
ん
て
。」「
私
は
こ
の
塀
が
好

き
。」
と
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

思
い
や
り
と
行
動
力
の
あ
る
『
羽
黒
っ
子
』
は
、

ふ
る
さ
と
の
方
々
に
や
さ
し
く
見
守
ら
れ
、
す
く

す
く
と
育
っ
て
い
ま
す
。

結
城
市
災
害
救
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
会
は
、
阪
神
淡

路
大
震
災
を
教
訓
に『
自
分
達

の
命
は
自
分
達
で
守
ろ
う
』

と
平
成
８
年
に
発
足
し
た
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

会
長
の
鈴
木
勇
さ
ん
は
、「
阪

神
淡
路
大
震
災
の
悲
惨
な
テ

レ
ビ
映
像
を
見
て
、
居
て
も

立
っ
て
も
居
ら
れ
な
く
な
っ
た
ん
で
す
。
何
か
手
助
け
を

し
な
く
て
は
と
思
い
、
現
地
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
行

っ
た
こ
と
が
、
こ
の
団
体
を
つ
く
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま

し
た
。」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
は
、
災
害
が
起
き
て
か
ら
考
え
る
の
で
は

遅
い
の
だ
と
、
結
城
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
協
力
を
依
頼

し
、
共
に
市
民
に
訴
え
て
き
ま
し
た
。
同
連
絡
会
発
足
時

か
ら
数
々
の
公
演
の
場
で
、
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
と
き
、

ま
ず
最
初
に
何
を
す
る
べ
き
か
、
何
処
に
避
難
し
た
ら
よ

い
の
か
、
遠
方
か
ら
救
援
に
来
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
対
す
る
対
応
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
な
ど
、
住
民

が
具
体
的
に
考
え
る
場
と
な
る
よ
う
な
公
演
会
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
だ
記
憶
に
も
新
し
い
新
潟
県

中
越
沖
地
震
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
自
分
の
た
め
に
、
そ
し
て
家
族

の
た
め
に
有
り
、
そ
の
技
術
と
思
い
や
り
が
人
を
助
け

る
。」
と
鈴
木
さ
ん
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る
篤
い
想

い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

結城市民劇「結城合戦物語」 第8回　結城シルクカップロードレース大会
平成20年２月24日（日）　※申込締切：平成20年1月15日

結城合戦は、室町時代に結城を舞台とし
た悲劇の合戦。永享の乱を起こした鎌倉
公方足利持氏の遺児をめぐり、結城家と
幕府軍が約１年にわたり激しい戦いを繰
り広げました。

「結城の歴史を知ってもらいたい」と集
まった市民などが手づくりでお届けする

「結城合戦物語」。初公演を、ぜひお見逃
し無く。

毎年、市内外から 1700 人を超えるランナーがエントリー。２km ～
10km の各種目に別れタイムを競います。親子でのエントリーも可。所

定の申込用紙に必要事項を
記入し、参加費を最寄りの
郵便局にお振込みください。
申込用紙はかなくぼ総合体
育館か社会体育課に用意し
てあります。
健脚自慢の皆さん！結城の
コースにチャレンジしてみ
ませんか。

12月２日(日) 
市民文化センターアクロス

（全席指定1,000円）

結
城
市
災
害
救
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会

会長   鈴木　勇さん
結城市災害救援ボランティア連絡会

▲プルタブ収集で福祉施設に車椅子を寄付。

▲総合学習で作成した地域カルタ

▲珍しいゾウの石像

やれ食べろ！ほら食べろ！

「大飯まつり」 12月9日（日）

無病息災を願い炎の中を駆ける

「火渉り祭」 12月22日（土）
12 月 9 日、岩瀬地区西部の下泉・本郷でお椀に高く盛られたご飯を
食べ合う「大飯まつり」行われます。その年の作物の実りを神に感謝す
るとともに人々の健康を願うための祭事です。「しょうばん」の合図で、

30 センチ近く高く盛り上がっ
た「物相」と呼ばれる 8 合のご
飯を、酢の物やけんちん汁な
ど を お か ず に 食 べ 合 い ま す。
また、一段落すると笑わせる
こ と で 福 を 呼 ぶ と い う「今 浜
様」が登場し参加者を笑わせま
す。ぜひ見に来てみませんか。

冬至の 12 月 22 日、真壁町長岡地区の加波山三枝祗神社本宮で年末の
風物詩「火渉り祭」が行われます。約 600 年前の室町時代から続く伝統
行事で、燃え盛る炎の中を素足で駆け抜け、新年の厄除けや無病息災

を祈る荒行です。神社の境内
に積み重ねられた薪に火が付
けられ下火になるのを待ち、
白装束の修験者を先頭に次々
と信者や参拝者が火の道を駆
け抜けます。ぜひ見に来てみ
ませんか。

▲玄関に展示されている伊藤公象氏の作品



前号の
答え
賞品：「館うどん」
応募総数：117通　当選者：12名
荒井 幸子さん［結城市］
関根 はつえさん［結城市］
谷島 恵子さん［結城市］
入山 克巳さん［筑西市］
杉山 之利子さん［筑西市］
淀川 祥子さん［筑西市］

稲葉 和美さん［筑西市］
佐藤 ちい子さん［筑西市］
稲葉 道子さん［筑西市］
鷹崎 勝子さん［筑西市］
吉原 みいさん［桜川市］
谷中 一守さん［桜川市］

で知るちくせい広域 抽選で12名の方に素敵な賞品をプレゼント！
※当選者は次号の「ちくせい」で発表させていただきます。

次の3つの質問にそれぞれ当てはまる言葉をお答え下さい。筑西広域に関する文字が入ります。
鬼怒川のほとりにある
ご家族みんなで楽しみ
ながら利用できる健康

増進施設。リラックスに最適なお風
呂、お食事スペースや充実のトレーニ
ングゾーン・プールなど多種多様にお
楽しみいただけます。

1問
筑西市にある県西総合
公園は、水と緑が豊か
な公園です。園内には

子どもが遊べる広場はもちろん、
サッカー場や野球場、テニスコート
などたくさんの施設があります。写
真は園内にある人気の施設です。

2問
室町時代の結城を舞台
とした悲劇の合戦。永
享の乱をおこした鎌倉

公方足利待氏の遺児をめぐり、激し
い戦いが繰り広げられました。12月
2日（日）に『結城市民劇をつくる会』
によりお芝居が上演されます。

3問
応募方法／官製はがきの裏に、3問すべての
　　　　　クイズの答えと、住所、氏名、年
　　　　　齢、電話番号を明記してご応募
　　　　　下さい。
※ご記入いただいた内容は、他の目的で譲渡・
　利用することは一切ございません。
応募先／〒308-0803　筑西市直井 1076
　　　　　筑西広域市町村圏事務組合
「クイズで知るちくせい広域」係
応募締切／平成19年12月14日（金）
　　　　　当日消印有効

問1：③「桑の葉」
問2：②「縄文時代」
問3：①「小学校の草取り」

● 募集定員（推薦および社会人入試による入学者を含む）
　50 名
● 修業年限
　3年
●受験資格
　高等学校又は中等教育学校を卒業した者又は
　平成２０年３月卒業見込みの者等
●受験申込
　所定の申込用紙（入学願書等）がありますので、
　本校窓口又は郵送にて取り扱いしています。

●出願書類受付期間
　平成 19 年 12 月   3 日（月）から
　平成 19 年 12 月 14 日（金）まで
●入学試験日
　平成 20 年 1 月 16 日（水）
　一次試験　　国語・数学・英語
　平成 20 年 1 月 18 日（金）
　二次試験　　面接　

茨城県結城看護専門学校

申し込み先
茨城県結城看護専門学校  〒307-0001結城市大字結城1211-7

TEL 0296-33-1922  FAX 0296-33-1920
ホームページアドレス　http://www.yukinu.or.jp 

歴史と紬のまち結城で学んでみませんか。
本校は、おもいやりのある人間性豊かな看護師の養成を目指しています。

平成20年度

学生募集
筑西遊湯館からのお知らせ

福祉センター

あまびき
新鮮なオゾン空間、くつろぎの宿。
ご宿泊、大小宴会、研修、お祝い事、
法事などお気軽にご利用下さい。

■平成19年12月25日（火） 「クリスマス・イベント」入場料半額
　午前10時～午後10時30分まで　※入館者全員が対象です
■平成19年12月27日（木）● 通常営業（午前10時～午後10時30分）
■平成19年12月31日（月）● 特別営業時間（午前10時～午後6時）
■平成20年1月1日（火）   元旦特別休館日
■平成20年1月2日（水）以降 ● 通常営業（午前10時～午後10時30分）

1

2
3
4
5

お問い合わせ

お問い合わせ・お申し込み

筑西市下川島 471-２

桜川市本木 4-2

TEL 0296-33-5151

筑西消防管内では、火災予防条例により以下のとおり設置することとなっています。

つけましたか？
住宅用火災警報器！
つけましたか？
住宅用火災警報器！

  予防課　0296-24-4589
筑西広域市町村圏事務組合消防本部
【お問い合わせ】

取り付けが義務付けられている所
取り付けをお勧めする所

火災の発見、
『逃げ遅れ』を防ぐ

～今お住まいの住宅にも平成18年6月1日から設置が義務となりました！～

悪徳業者にだまされないで！
火災警報器の設置が義務づけられたことにより、
悪質な販売業者による訪問販売などトラブルが予想されます。
不審な場合には、はっきり断り、安易にサインや押印は絶対にしないで下さい。

  新築・改築する住宅　平成 18年 6月 1日から設置が義務となっています。
    今お住まいの住宅       平成 23 年 5月 31 日までに設置しなければなりません。

尊い命や財産を守るために早期の設置をお願いします。　

筑西広域市町村圏事務組合

施設のご紹介
お日様の下で遊ぼう!
県西総合公園

消防・救急
広域消防

火葬場・斎場
きぬ聖苑

お風呂とプール
筑西遊湯館

技能知識の向上を図る
筑西地域職業訓練センター

ごみ処理等施設
環境センター

宿泊・宴会・食事

　

あまびき

TEL 0296-58-5211（代）

忘年会・新年会のご予約承ります。

火災の早期発見に大変有効な住宅用火災報知器 !!

火災の早期発見に大変有効な住宅用火災報知器 !!

火災の早期発見に大変有効な住宅用火災報知器 !!

答え ： ○○合戦物語答え ： バー○キュー広場答え ： 筑西遊○館

�

お知らせ
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